(案の１　国動協向け)

＜別紙要領＞

平成21年度実験動物関係教職員高度技術研修
（サル類の取り扱いに関わる基礎的知識・技術と発生工学的手法
を活用した最先端研究）実施要領
１．目　的

近年、ライフサイエンスの発展とともに、大学等における動物実験の重要性はますます高まり、動物実験の内容も高度化、先端化が進んできている。また、動物実験の安全管理、更には生命倫理の涵養を図ることも必要となってきている。

このため、大学等の実験動物関係者に対し、実験動物や動物実験に関する高度知識と技術を習得させるとともに、実務的課題に対する問題解決と自己開発能力の向上を図り、もって教育・研究の発展を図ることを目的とする。

とくにサル類は、げっ歯類では不十分な基礎研究や医薬品開発における前臨床試験、さらに再生医療研究等において需要は急増し接する機会が多くなった。これに伴いサル類の取り扱い、人獣共通感染症、生命や動物実験に対する倫理観等への知識や技術の高度化が必要となった。本年度はサルの遺伝学的、微生物学的品質の高度化のための発生工学的手法やES/iPS細胞等を用いる最先端研究の現状に接し、基礎から応用的知識と技術、倫理観を身につけ、動物実験の向上を図ることを目的とする。

２．主　催

・熊本大学生命資源研究・支援センター

・滋賀医科大学・動物生命科学研究センター

（企画：国立大学法人動物実験施設協議会）

３．研修会場、期間、日程

（１）会場：滋賀医科大学・動物生命科学研究センター

（２）期間：平成２１年１０月２７日（火）～平成２１年１０月３０日（金）

（３）日程：別紙のとおり

４．受講対象者及び受講予定者数

国立大学法人及び大学共同利用機関法人のうち、技術職員及び非常勤職員を対象とする。

５．受講予定者

１０名程度

６．申し込み、決定

（１）申し込み

各機関及び各施設の長は、希望者を別紙様式（１，２）により、平成２1年７月２４日（金）（必着）までに、熊本大学生命資源研究・支援センター長に推薦する。なお、希望者複数の場合は優先順位を付すこと。

（２）決定

熊本大学生命資源研究・支援センター長は、前項により推薦された者の中から研修生を決定し、各機関及び各施設の長に通知する。


  ７．研修課題及び内容

　     （１）研修課題

　　　　   「動物実験施設等における適正な動物実験遂行のための最新の知識及び技術の習得—サル類の取り扱いに関わる基礎的知識・技術と発生工学的手法を活用した最先端研究—」

　　   （２）研修内容

　　　  　カニクイザルを用いた動物実験に関わる基本的な知識、倫理的概念を身につけるための講義と、研究支援などに必要とされる取り扱い技術獲得のための実習を行う。さらにサル類の発生工学技術や再生医療研究に関わる基本的知識・操作に関わる講義、実習を行う。また、サル類の飼育現場における特有の問題とその対策に関する例として、排泄物、体毛、残餌等の処理施設、感染実験(ABSL3)飼育室等の管理方法等についての見学と意見交換を行う。

８．経　費

   
研修料は無料とし、研修旅費は熊本大学生命資源研究・支援センターにおいて負

担する。

９．修了証書

この研修の所定の課程を修了した者には、修了証書を授与する。


【本件連絡先】


　〒８６０－０８１１


　熊本県熊本市本荘２－２－１


　熊本大学生命科学系事務部研究センター担当　宮本
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　Ｅ-Mail：iys-senter@jimu.kumamoto-u.ac.jp









